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査
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境
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は
り
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
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開
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３
年
余
り
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経
過
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ま
し
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に

し
は
り
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環
境
事
務
組
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は
、
循
環
型
社
会
の
拠
点
施
設

と
し
て
、
周
辺
環
境
に
留
意
し
て
運
営
を
行
い
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
運
営
委
託
業
者
で
あ
る
日
立
造
船
株
式
会
社
で

は
毎
日
の
業
務
点
検
と
環
境
保
全
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向
け
た
調
査
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し
て
行
っ
て
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す
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議
長
）

（
敬
称
略
）

　

環
境
保
全
委
員
会
の
計
画
の
も
と
に
、
大
気
・
騒
音
・

振
動
・
水
質
・
悪
臭
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　

す
べ
て
の
項
目
に
お
い
て
環
境
基
準
値
を
下
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
議
会
で
は
、
議
長
の
選
挙
及
び
27
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
並
び
に
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
を
案
件
と
し
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
構
成
市
町
か
ら
の
組
合
選
出
議
員
構
成
の
変
更
に
よ
り
選
挙
の
結
果
、

議
長
に
岡
本
安
夫
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
に
は
高
岸
博
之
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
認
定
案
件
に
つ
い
て
は
、
歳
入
の
主
な
内
容
は
、
構
成
市
町
に
よ
る

分
担
金
、
ご
み
処
理
手
数
料
、
売
電
力
料
金
、
古
紙
類
、
金
属
類
の
売
払
い

収
入
に
よ
る
も
の
で
す
。
歳
出
の
主
な
内
容
は
、
総
務
費
で
は
、
人
件
費
及

び
施
設
管
理
委
託
料
、
衛
生
費
で
は
、
施
設
運
転
管
理
業
務
委
託
料
、
事
後

環
境
調
査
業
務
委
託
料
及
び
ご
み
処
理
委
託
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成28年度歳入歳出予算

平成27年度歳入歳出決算

歳　入

歳　入

歳　出

歳　出

起債残高

分担金及び負担金　
使用料及び手数料
繰越金    
諸収入　

１１億５, ２９３万６, ０００円
６, ５３７万２, ０００円

  １, ０００円
４, ０５０万６, ０００円

分担金及び負担金
使用料及び手数料
繰越金 
諸収入

７億０, ２５０万７, ０００円
７, ３９９万７, ９４０円
２, ７４４万９, ６９９円
５, ３９５万２, １５０円

　平成27年度の決算は、歳入
8億5,790万6,789円、歳 出8億
3,598万8,500円で歳入歳出差
引額は2,191万8,289円が剰余
金となりました。

議会費
総務費
衛生費
公債費
予備費

７３万４, ０００円
６, ２０７万６, ０００円

６億９, ０４７万３, ０００円
５億０, ４５３万２, ０００円

１００万０, ０００円

議会費　
総務費　
衛生費　
公債費

 ５６万４, ３６０円
５, ８６９万５, ２４０円

５億２, ２３２万４, ８５４円
２億５, ４４０万４, ０４６円

５３億１, ２７６万０, ７６３円

　歳入歳出それぞれ１２億５, ８８１万５, ０００円
と定められました。
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平成27年度施設運営状況
　平成２７年度の運営状況は、次の表のとおりです。
　にしはりまクリーンセンターのごみ処理圏域は、姫路市（安富町域）、たつの市（新宮町域）宍粟市、上郡町、
佐用町からの一般廃棄物が搬入されています。

　平成27年度ごみ搬入計画は、26年度の実績に基づき算定した搬入量が23,934.30トンでありましたが実績
は、23,878.83トンとなり、計画量に対し99.7%となりました。
　資源ごみの売却実績は、古紙類8,558,713円、日本容器包装リサイクル協会拠出金598,522円、金属類売
払い金16,221,406円、その他売電力料金23,357,884円等の収益を得て施設運営費用に充てています。

　本組合圏域は、兵庫県西部に位置し、北は但馬、南
はにしはりま臨海部、西は岡山・鳥取両県、東は中播
磨地域に隣接しています。
　組合圏域の総面積は、１，２７６．２４ｋ㎡で、県全
体面積の約１５％を占める広大な圏域です。
＜平成２７年４月１日人口＞
　３市２町の組合圏域人口は、９５，１４６人で、１人
当たり年間２５０．９７㎏のごみが搬入されています。

種別 / 市町名
搬入比率 姫路市 たつの市 宍粟市 上郡町 佐用町 合計
単位 トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン
可燃 899.08 4.5 3,518.39 17.6 7,776.37 38.8 3,935.24 19.6 3,911.79 19.5 20,040.87
不燃 62.18 8.4 65.70 8.8 418.83 56.4 83.42 11.2 112.94 15.2 743.07
粗大 65.59 4.5 283.15 19.6 703.53 48.7 166.18 11.5 225.72 15.6 1444.17
資源 0.19 0 208.20 12.9 638.13 39.6 283.77 17.6 482.00 29.9 1,612.29

その他 0.56 1.5 1.23 3.2 18.87 49.1 3.68 9.6 14.09 36.6 38.43
計 1,027.60 4.3 4,076.67 17.1 9,555.73 40.0 4,472.29 18.7 4,746.54 19.9 23,878.83

一般廃棄物市町別搬入実績

組合圏域内の資源ごみ搬入実績

資源ごみの搬入量
（内訳）

種別 トン 種別 トン 種別 トン
缶 94.68 新聞 127.24 紙製容器包装 126.37

びん（無色） 201.84 書籍類 108.13 布類 98.25
びん（茶色） 197.17 段ボール 54.31 ペットボトル 78.46

びん（その他） 141.98 紙パック 5.56 プラ製容器包装 378.30
合　計 1,612.29 トン ごみ全体に対する比率 6.8%

宍粟市

旧安富町域

旧新宮町域
上郡町

たつの市

姫路市

佐用町

蒸気
タービン

発電
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生活環境影響調査事後監視調査
　本組合では、にしはりまクリーンセンターの稼働による環境影響（ダイオキシン類等）が及んでいないかどうか、
周辺地域の生活環境の保全と向上を図ることを目的に本センター稼働前から行っている大気質調査等を引き続き
実施しています。
　平成27年度の調査結果は次のとおりです。

　大気質調査は、春夏秋冬年４回調査を実施し、周辺地域では、三原、三ツ尾、久保、弦谷、光都の５地点で、また、
煙突からの排ガスの大気汚染物質、ダイオキシン類を測定しました。
　調査結果は、次の表のとおりです。調査項目の値は、日平均最高濃度を表記しています。

＊一酸化炭素、光化学オキシダントについては、光都地区で測定しました。

大気質調査

大気質調査結果
調査地点 三原地区

　　　　　　　　  　　調査時期

調査項目 ( 単位 )

供用開始
1 年目 供用開始 3 年目 環境基準値

年間 夏季 秋季 冬季 （参考）
二酸化窒素（ppm） 0.008 0.003 0.002 0.003 0.06
二酸化硫黄（ppm） 0.004 0.001 0.001 0.001 0.04
浮遊粒子状物質（mg/㎥） 0.031 0.034 0.010 0.015 0.1
塩化水素（ppm） ＜ 0.002 ＜ 0.002 ＜ 0.002 ＜ 0.002 0.02
ダイオキシン類（pg-TEQ/㎥） 0.011 0.0050 0.0027 0.0059 0.6

調査地点 三ツ尾地区
二酸化窒素（ppm） 0.010 0.001 0.001 0.003 0.06
二酸化硫黄（ppm） 0.002 0.002 0.001 0.001 0.04
浮遊粒子状物質（mg/㎥） 0.031 0.037 0.012 0.013 0.1
塩化水素（ppm） ＜ 0.002 ＜ 0.002 ＜ 0.002 ＜ 0.002 0.02
ダイオキシン類（pg-TEQ/㎥） 0.011 0.0053 0.0038 0.0053 0.6

調査地点 久保地区
二酸化窒素（ppm） 0.009 0.002 0.003 0.002 0.06
二酸化硫黄（ppm） 0.005 0.003 0.001 0.001 0.04
浮遊粒子状物質（mg/㎥） 0.036 0.037 0.012 0.016 0.1
塩化水素（ppm） ＜ 0.002 ＜ 0.002 ＜ 0.002 ＜ 0.002 0.02
ダイオキシン類（pg-TEQ/㎥） 0.017 0.0066 0.0035 0.0034 0.6

調査地点 弦谷地区
二酸化窒素（ppm） 0.007 0.002 0.001 0.003 0.06
二酸化硫黄（ppm） 0.002 0.003 0.001 0.001 0.04
浮遊粒子状物質（mg/㎥） 0.026 0.031 0.008 0.011 0.1
塩化水素（ppm） ＜ 0.002 ＜ 0.002 ＜ 0.002 ＜ 0.002 0.02
ダイオキシン類（pg-TEQ/㎥） 0.015 0.0040 0.0036 0.0049 0.6

調査地点 光都地区
二酸化窒素（ppm） 0.010 0.004 0.005 0.004 0.06
二酸化硫黄（ppm） 0.013 0.001 0.001 0.002 0.04
浮遊粒子状物質（mg/㎥） 0.025 0.040 0.010 0.013 0.1
塩化水素（ppm） ＜ 0.002 ＜ 0.002 ＜ 0.002 ＜ 0.002 0.02
一酸化炭素（ppm） 0.38 0.25 0.29 0.26 10
光化学オキシダント（ppm） 0.031 0.027 0.022 0.035 －
ダイオキシン類（pg-TEQ/㎥） 0.0084 0.0084 0.0033 0.0045 0.6
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　いずれの調査期間及び項目についても環境基準値を下回る値でありました。

　平成２７年４月から翌年３月までの一般廃棄物運搬車両の走行台数は、次の表のとおりとなりました。

久保地区 三原地区

　一般廃棄物運搬車両の計画走行台数を下回る台数となりました。
    また、廃棄物の運搬については、公営及び許可業者により行っており、走行速度や積載量等の交通規制の順守、
また、アイドリングについても必要以上に行わないよう指導しています。

煙突排ガス濃度調査結果

煙突排ガス濃度調査結果

１号炉

2 号炉

調査結果についての評価

一般廃棄物運搬車両の走行台数調査

走行台数調査結果

　　　　　　　　　　　調査時期

調査項目（単位）

供用開始
１年目 供用開始３年目 組合

設定基準 環境基準値
冬季 春季 夏季 秋季 冬季

ばいじん　（g/㎥） 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.01 0.08
硫黄酸化物（ppm） 8.8 16 13 6.6 13 50 730
塩化水素　（ppm） 23 48 41 14 45 50 430
窒素酸化物（ppm） 25 21 29 24 29 50 250
一酸化炭素（ppm） 10 8 10 4 8 30 100

ダイオキシン類（ng-TEQ/㎥） 0.0029 0.00071 0.00000061 0.0044 0.0076 0.05 1

　　　　　　　　　　　調査時期

調査項目（単位）

供用開始
１年目 供用開始３年目 組合

設定基準 環境基準値
冬季 春季 夏季 秋季 冬季

ばいじん　（g/㎥） 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.01 0.08
硫黄酸化物（ppm） 6.1 12 17 9.6 14 50 730
塩化水素　（ppm） 16 36 44 29 38 50 430
窒素酸化物（ppm） 27 26 42 18 50 50 250
一酸化炭素（ppm） 15 5 12 4 6 30 100

ダイオキシン類（ng-TEQ/㎥） 0.0017 0.00012 0.00042 0.0044 0.00023 0.05 1

収集車　台／日
（組合計画走行台数） 搬入実績 搬入日数

日平均／台

収集車 個人 計
テクノ中央経由
総数 収集車

110 29,677 311 69 27 96 63 47

調査日：日毎調査

大　気　質　調　査
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　調査結果一覧については、一般的に使用する等価騒音レベル（LAeq）調査による一覧を示しています。
　いずれの地点とも環境保全目標を下回る結果となりました。

　調査結果一覧については、一般的に使用する１時間ごとの区分における時間率振動レベルの平均値による一覧
を示しています。
　いずれの地点とも環境保全目標を下回る結果となりました。

　調査結果一覧については、河川水質の指標であるＢＯＤ及びＣＯＤ、ダイオキシン類について、年２回の実施
による最低値から最高値の値を表記しています。
　ＢＯＤ及びダイオキシン類について、環境基準（Ａ類型）及び環境目標値を下回る結果となりました。
　調査地点の上流とその下流と比較して下流のほうが高い値を示すところがありますが、生活排水は浄化槽で処
理後放流し、プラント排水は放流しないことから施設の稼働以外の要因が考えられます。

　生活環境影響調査では、にしはりまクリーンセンターの供用開始に伴い、事後監視調
査（生活影響の調査）計画に基づいて、環境測定分析を行い、周辺地域の環境に影響が
出ないか大気・騒音・振動等の監視を行いました。調査結果は、すべて組合が設定した
基準値以下となりました。

＊測定値は、６時から２２時の測定平均値を表しています。

＊測定値は、６時から２２時の測定平均値を表しています。

騒音調査

振動調査

水質汚濁調査

等価騒音レベル調査結果

時間率振動レベル調査結果　　

水質汚濁調査結果

　　　　　　　　調査地点
単位等 三原地区 弦谷地区 光都地区

平均値　　（dB） 53 64 62
環境保全目標値（dB） 65 70 70

　　　　　　　　調査地点
単位等 三原地区 弦谷地区 光都地区

平均値　　（dB） <30 <30 <30
環境保全目標値（dB）  55  55  55

調査日：平成27年10月5日

調査日：平成27年10月5日

調査日：平成27年７月31日
調査日：平成27年11月10日

項目 単位
調査結果 環境保全

目標値調整池 八町川 鞍井川流入部 国光上流部
ＢＯＤ ｍｇ /L 1.5 1.2 ～ 1.5 1.0 ～ 1.1 0.9 ～ 1.1 2mg/L 以下
ＣＯＤ ｍｇ /L 3.0 ～ 3.8 3.2 ～ 3.4 2.8 ～ 2.9 2.3 ～ 2.5 6mg/L 以下

ダイオキシン類 ｐｇ -TEQ/L 0.054 ～ 0.085 0.062 ～ 0.098 0.049 ～ 0.071 0.029 ～ 0.031 1Pg-TEQ/L 以下

河　川　水　質　調　査
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　施設から発生する臭いについても気になるところですが、煙突口、敷地境界１、２地点及び雨水排水に含まれ
るにおいの原因となる項目を調査しました。
　調査の結果、すべての項目において、基準値以下の値となりました。

団体見学　団体向けの見学会は予約が必要です。
　予約は３か月前から受け付けますので、事前に電話で予約してください。

一般見学　予約は不要です。
　　午前の部：午前10時から12時まで（受付は11時30分まで）
　　午後の部：午後1時30分から午後4時まで（受付は午後3時30分まで）
　　※団体予約等が重複して実施できない場合、見学をお断りする場合があります。　

詳しくは、組合ホームページをご覧ください。
http：//www.nishiharima-kankyo.or.jp/

熱回収施設悪臭調査

熱回収施設悪臭調査結果

見学申し込み

調査日：平成27年10月23日

熱回収施設（単位：ppm） 雨水排水（単位：ppm）
調査項目 煙突口 境界線１ 境界線２ 基準値 測定値 基準値

メチルメルカプタン 0.0002 未満 0.0002 未満 0.0002 未満 0.002 以下 0.002 未満 0.02 以下
硫化水素 0.002 未満 0.002 未満 0.002 未満 0.02 以下 0.0006 未満 0.006 以下
硫化メチル 0.001 未満 0.001 未満 0.001 未満 0.01 以下 0.002 未満 0.02 以下
二硫化メチル 0.0009 未満 0.0009 未満 0.0009 未満 0.009 以下 0.003 未満 0.03 以下

施設見学のご案内

　　　　にしはりまクリーンセンターでは、団体や個人を対象
　　　に施設見学を受け入れています。
　　団体向けには、DVDの上映や施設職員の説明を聞くことができます。
　個人向けには、見学ルートに従って、各所に設けた音声ガイダンスの
　解説を聞きながら、作業の様子や設備・機器をご覧いただくことがで
　きます。
　　ゴミの出し方などおさらいしてみましょう。

平成27年度施設見学実績

学 校　　　20件　552人
各種団体　  6件　116人
行政関連　  9件　  71人
一般見学　15件　   41人　

　合計780人の方が見学
されました。

今後とも多数お越し

ください。
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工房棟をご利用ください。

全体配置図

工房棟

工房棟をご利用ください！

　個人やグループが工房棟で、リペアできそ
うなものなどを各自で修理して持ち帰ってい
ただきます。
　工具類は、一部備えてありますが、各自持
参の上、お越しください。
　なお、本施設に廃棄された物品を対象とし
ますので加工や固定する材料についても持参
してください。事前視察も受け付けます。
＊けがや事故については、対応できませんの
でご了承ください。

　・申し込みについては、予約が必要です。
　　　予約は３か月前から受け付けますので、事前に電話で予約してください。
　　　事前視察についても事前に電話で予約してください。
　　　☎ 0790-79-8550　fax0790-79-8580
　・使  用  料：免除
　・使用期間：午前９時から午後４時まで
　　　　　　　月曜日から金曜日までの平日

　・工房棟で修理したリペア製品を啓発・展示室に飾ってみませんか。
　　展示期間は２か月までとします。
　・自転車等大型のものはご遠慮願います。

工房棟外観工房棟内部

工房棟申込み

啓発・展示室
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ごみを直接搬入する場合は！

①特定家電製品（エアコン・テレビ・冷蔵庫・冷凍庫
　洗濯機・衣類乾燥機）、パソコンリサイクル法対象品
　（パソコン・ディスプレイ）
②危険物や堅牢物など施設で処理できないもの。
　（使用済の注射器、注射針、耐火金庫等）
③バッテリー、消火器、自動車部品、タイヤ、薬品、オー
　トバイ、ペンキ ⇒ 販売店にお問い合わせください。
④建築廃材（請負業者による家屋等の解体、及び、大
　型ＦＲＰ製品、石膏ボード、タイル・煉瓦、コンク
　リートブロック、グラスウール等）

　・リサイクル「リサイクルしよう」
　　容器包装廃棄物の分別収集など
　・リユース　「何度も繰り返し使おう」
　　不用品交換に関する情報の発信
　・リデュース「ごみになるものを減らそう」
　　使い捨て商品の利用自粛・生ごみの水切りなど
　・リフューズ「不要なものを受け取らない」
　　マイバッグの持参など
　・リペア　　「修理して長く使おう」
　　耐久消費財の長期使用

　畔シート、苗箱、発泡スチロール、畳、トタン、刈草、
剪定枝、木材など、本施設で処理が困難なものについ
ては、搬入時に量制限をさせていただきます。

 　個人又は、事業者の一般廃棄物（産業廃棄物は×）は、直接持込が可能です。以下の手順でお持ちください。
① 事前予約
　・事前に搬入日時、ごみ種、搬入量を電話でお知らせください。
　・予約時に受入れできるごみかどうか等を確認します。また、ごみの種類によっては搬入量や性状に制約があ
　　る場合がありますのでご注意ください。
　・缶類、びん、ペットボトル、プラ製容器包装、布類、紙類については、資源ごみとなりますので分別をお願
　　いします。
　　「事前予約先：☎ 0790-79-8550（にしはりま環境事務組合）」
② 処理手数料
　・10㎏当たり 100 円（現金精算）＊市町指定ごみ袋で持ち込まれても有料です。
③ 受付・搬入時間
　・午前８時３０分～午後４時３０分
④ 休業日
　・毎週日曜日、年末年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
　・土曜日、祝祭日も持込可能です。
⑤その他　知人（知り合い等）に依頼を受けた方が搬入する場合は、原則依頼者の同乗が必要です。

施設へ持ち込めないもの

５R の推進

　お近くのごみステーション（公営収集ごみ集積所）に出される場合は、それぞれの市町の

ガイドブックに従い、取集日、分別方法等の確認をしてお出しください。

量制限するもの

エアコン

レンガパソコン タイヤ

ブラウン管
テレビ

液晶・プラズマ式
テレビ 冷蔵庫 洗濯機

消火器

乾燥機

Reduce

５Ｒ

Reuse

Refuse

Recyele

Repair

リデュース
リユース

リフューズ

リサイクル

リペア

ごみの発生抑制

（ゴアール）

再利用

ごみになる物
の拒絶

再資源化

修理して再利用

バッテリー



森林資源保護のため、
再生紙を使用しています。
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にしはりまクリーンセンターの案内図
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